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約
の
委
託
料
が
高
額
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
現
業
者
は
、

議
会
へ
の
出
席
要
請
に
応
じ

な
い
等
、
非
協
力
的
な
こ
と

が
問
題
視
さ
れ
た
が
、
再
契

約
の
可
能
性
は
。

市
民
環
境
部
長　

現
在
、
小

松
島
市
一
般
廃
棄
物
処
理
等

業
務
委
託
選
定
委
員
会
に
お

い
て
、
処
理
方
法
、
金
額
等

を
総
合
的
に
判
断
し
て
選
定

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
当

該
業
者
を
排
除
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い

で
に
完
了
す
る
よ
う
取
り
組

む
。
こ
の
診
断
に
よ
り
、
補

強
工
事
か
改
築
す
る
か
を
選

択
す
る
。
学
校
耐
震
化
を
三

年
で
完
了
さ
せ
る
の
は
難
し

い
。緊

急
小
口
資
金
の
貸
し
付
け

緊
急
小
口
資
金
の
貸
し
付
け

失
業
者
が
利
用
で
き
る
の
か

失
業
者
が
利
用
で
き
る
の
か

天
羽　

本
年
三
月
ま
で
に
、

県
内
で
千
人
近
い
方
が
失
業

す
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
で

扱
っ
て
い
る
緊
急
小
口
融
資

貸
し
付
け
の
対
象
と
な
る
の

か
。

保
健
福
祉
部
長　

緊
急
小
口

資
金
は
、
緊
急
か
つ
一
時
的

に
生
活
の
維
持
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
の
生
活
費
。
解

雇
、
休
業
等
に
よ
る
収
入
減

も
貸
し
付
け
の
対
象
と
な

る
。
限
度
額
十
万
円
、
利
子

三
％
、連
帯
保
証
人
は
不
要
。

市
営
バ
ス
の
民
間
委
託

市
営
バ
ス
の
民
間
委
託

経
費
が
増
え
る
の
で
は

経
費
が
増
え
る
の
で
は

天
羽　

市
営
バ
ス
の
一
部
を

民
間
委
託
す
る
手
続
が
進
ん

で
い
る
。
委
託
先
は
事
務
所

を
設
置
し
、
管
理
者
や
事
務

員
を
配
置
す
る
。
そ
の
経
費

は
委
託
費
と
し
て
市
営
バ
ス

負
担
と
な
る
。
新
た
な
経
費

が
発
生
し
、
経
費
が
増
え
る

ば
か
り
で
な
い
の
か
。

運
輸
課
長　

委
託
し
た
仕
事

の
分
だ
け
の
職
員
が
減
と
な

る
の
で
、
委
託
先
の
管
理
費

は
ま
か
な
え
る
。

る
。

立
川　

家
庭
ご
み

再
利
用
の
た
め
の
、

ご
み
出
し
分
類
の

改
善
は
。

市
民
環
境
部
長　

市
の
分
別
収
集
計

画
が
平
成
二
十
三

年
三
月
に
見
直
し

時
期
と
な
る
。
新

た
な
分
別
収
集
計

画
の
策
定
を
し
た

い
。

●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●  ●   ●  ● 

視察に来市された議会

議  会  名

日　　 時

参  加  者

調 査事項

静岡県焼津市議会　特別委員会

平成 21年１月 22日～ 23日

議員 11名　職員１名

港湾を活かしたまちづくりについて

　港湾整備事業の概要

議  会  名

日　　 時

参  加  者

調 査事項

愛知県稲沢市議会　平和会議員団

平成 21年２月４日

議員４名

次世代育成支援行動計画について

議  会  名

日　　 時

参  加  者

調 査事項

富山県黒部市議会

平成 21年２月 18日

議員８名　職員１名

議会運営・議会改革等について

議  会  名

日　　 時

参  加  者

調 査事項

高知県高知市議会

平成 21年 3月 30日

議員　１名

行財政改革について

議  会  名

日　　 時

参  加  者

調 査事項

徳島県徳島市議会　市民ネットワーク

平成 21年４月６日

議員２名

議会基本条例について

▲稲沢市

黒部市 ▼

南小松島小学校
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　議員の賛否表（3月定例会）　　　　　　　 　
議　員　名　

議案・議提・請願・陳情

安
平　

剛
之

濱
田　

保
徳

北
野　

恒
男

井
村　

保
裕

池
渕　
　

彰

宝　
　
　

覚

天
羽　
　

篤

武
田　
　

清

石
原　

正
裕

立
川　

邦
男

木
村　

文
彦

出
口
憲
二
郎

大
和　
　

肇

髙
木　

幸
次

大
木　
　

進

宮
崎　

欽
司

米
﨑　
　

孝

井
内　

建
治

議案第 3号  平成 21年度小松島市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第４号　平成 21年度小松島市競輪事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第５号　平成 21年度小松島市後期高齢者医療特別会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第６号  平成 21 年度小松島市住宅新築資金等貸付事業
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第７号  平成 21 年度小松島市老人保健医療事業特別会
計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第８号  平成 21 年度小松島市国民健康保険特別会計予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第９号  平成 21 年度小松島市土地取得事業特別会計予
算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 10号  平成 21年度小松島市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第11号  平成 21年度小松島市公共下水道事業特別会計
予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 12号  平成 21年度小松島市水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第13号  平成 21年度小松島市自動車運送事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 14号　小松島市長及び副市長の給与条例の一部を改
正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 15号　小松島市教育委員会教育長の給与に関する条
例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 16号　小松島市職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 17号　小松島市職員の勤務時間，休暇等に関する条
例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 18号　小松島市職員の育児休業等に関する条例の一
部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 19号　小松島市公告式条例の一部を改正する条例に
ついて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 20号　小松島市放置自動車の処理に関する条例の制
定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 21号　小松島市国民健康保険税条例の一部を改正す
る条例について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 22号　小松島市国民健康保険条例の一部を改正する
条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 23号　小松島市介護保険条例の一部を改正する条例
について ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 24号　小松島市介護従事者処遇改善臨時特例基金条
例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 25号　預金保険法に定める保険事故が生じた際の公
金預金保護に関する条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 26号　小松島市世代間交流健康施設条例の一部を改
正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 27号　市道の路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 28号　市道の路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 29 号　平成 20 年度小松島市一般会計補正予算（第
3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 30号　平成 20年度小松島市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 31号　平成 20年度小松島市国民健康保険特別会計
補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 32号　平成 20年度小松島市介護保険特別会計補正
予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 33号　平成 20年度小松島市公共下水道事業特別会
計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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○は賛成　　●は反対　　－は欠席　　※ 議長（佐野　善作）は、可否同数の場合のみ表決権があります。

議会基本条例・政治倫理条例を制定
3月定例会において全会一致で可決

　○議会基本条例

　小松島市議会は、議会の公平性・透明性を確保し、市民に開かれた議会、市民参加を推進する議会を目指した議会基本
条例を、平成21年3月定例会において、全会一致で可決しました。
　本市議会では、平成19年６月に任意の会である「議会基本条例勉強会」を立ち上げ研究しておりましたが、翌平成20
年６月定例会において、正式に「議会改革特別委員会」を設置し、議会基本条例の制定に向け活動を続けてまいりました。
　議会基本条例では、議会としての権能を十分に発揮し、市民の皆様の意思を的確に市政に反映していくためにはどうす
ればよいのか。「市民と議会の関係」「議会と行政の関係」においてはどのようにあるべきかを条例として示したものです。
　議会基本条例は、23条の条文で構成されており、
○市の重要施策について、財源や他自治体との比較、将来のコスト計算などの説明を市に求める
○議員への市側の反問権
○議員間の自由討議による合意形成
○市民に対する議会報告会の開催
などを定めています。
　地方自治法により、議会には２つの大きな役割が与えられています。「行政のチェック機関」としての役割と「議会から
政策提案」をすることです。この与えられた役割を、市民の皆さんの代表として、その御意見等を的確にとらえ、市民の
皆さんとともに実現していくことを目標としています。

　○政治倫理条例

　議会基本条例とともに、全会一致で可決されました。
　政治倫理条例は、市が行う認可や契約に対し、特定の企業や団体に有利となる働きかけを行わない等、議員の政治倫理
基準を条例として示したものです。
　政治倫理基準に違反が認められた場合は、議員に対して警告や辞職勧告などの措置を講ずることを定めたものです。

　請願２件、陳情１件は不採択となりました。

請 願 第 １ 号 「子ども無保険に関する」件について

請 願 第 ２ 号 「介護保険に関する」件について

陳 情 第 １ 号 「地方切り捨てを許さず、事務所・出張所の存続等を求める」件について

議　員　名　

議案・議提・請願・陳情

安
平　

剛
之

濱
田　

保
徳

北
野　

恒
男

井
村　

保
裕

池
渕　
　

彰

宝　
　
　

覚

天
羽　
　

篤

武
田　
　

清

石
原　

正
裕

立
川　

邦
男

木
村　

文
彦

出
口
憲
二
郎

大
和　
　

肇

髙
木　

幸
次

大
木　
　

進

宮
崎　

欽
司

米
﨑　
　

孝

井
内　

建
治

議提第１号　小松島市議会基本条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提第２号　小松島市議会議員政治倫理条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議提第 3号　小松島市議会事務局設置条例の一部を改正す
る条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第１号　「子ども無保険に関する」件について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ●

請願第２号　「介護保険に関する」件について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
陳情第１号　「地方切り捨てを許さず、事務所・出張所の存
続等を求める」件について ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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議
員
と
は
何
か

　

私
は
長
年
、
議
員
と
し
て
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
者

で
あ
る
と
痛
感
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
の
素
案
づ
く
り
を
通
し
て
、

「
議
会
と
は
何
か
」「
議
員
と
は
何
か
」
を
あ
ら

た
め
て
見
直
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

無
駄
な
経
費
を
削
り
、
簡
素
で
効
率
の
よ
い

行
政
が
行
え
る
よ
う
、
厳
し
い
チ
ェ
ッ
ク
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
す

る
た
め
に
は
、
調
査
や
研
修
を
怠
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
こ
う
し
て
ほ
し
い
と
い
う
現
場
の
声

も
、
行
政
は
規
則
と
財
源
に
し
ば
ら
れ
、
要

望
に
な
か
な
か
こ
た
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
と
行
政
の
間
に
立
っ
て
、
調
整
に
日
々
苦

労
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
「
市
民
の
生
活
が
よ
く
な
る

こ
と
」
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
場

当
り
的
で
な
く
、
五
年
、
十
年
先
を
見
通
し
て

政
治
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

議
員
の
仕
事
の
成
果
は
、
直
接
表
す
こ
と
は

な
か
な
か
難
し
い
問
題
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議

会
の
活
動
を
議
会
だ
よ
り
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
議
員
と
は
、
市
民
の
幸
福
の

た
め
の
公
の
職
務
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
命
じ
、

こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

未
来
の
小
松
島
へ
向
か
っ
て

　

私
は
小
松
島
に
生
ま
れ
育
ち
、
親
父
と
と
も

に
家
業
の
漁
業
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
六
月
に
小
松
島
市
に
財
政
非
常

事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、
翌
平
成
十
八
年
二
月
に

地
元
の
公
民
館
で
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
行
政
説

明
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
私
は
初
め
て

小
松
島
市
の
財
政
の
危
機
的
現
状
を
知
り
ま
し

た
。
市
に
は
自
衛
隊
が
あ
り
、
競
輪
場
が
あ
り
、

市
バ
ス
が
走
り
、「
な
ん
で
」
と
言
う
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。「
な
ぜ
、
ど
う
し
て
」

「
ど
う
に
か
な
ら
な
い
の
か
」、
こ
の
気
持
ち
が
、

私
が
こ
の
道
を
選
ん
だ
理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

早
い
も
の
で
初
当
選
以
来
二
年
が
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、
本
市
に
お
け
る
現

状
や
問
題
点
を
勉
強
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
財

政
再
建
に
始
ま
り
、
学
校
の
耐
震
化
や
再
編
問

題
、
教
育
や
子
育
て
支
援
の
充
実
、
生
活
環
境

の
整
備
、
福
祉
か
ら
防
災
対
策
な
ど
、
思
い
つ

く
だ
け
で
も
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
百
年
に
一

度
と
言
わ
れ
る
大
不
況
の
中
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
四
万
二
千
人
の
小
松
島
市
民
一
丸
と
な
っ

て
、
き
ら
り
と
光
る
「
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
小
松
島
」

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
私
も
初
心
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
本
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
ま
っ
す
ぐ
に
頑
張
ろ
う
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐野　善作
（田野町）
当選６回

井村　保裕
（和田島町）
当選１回

私の政治信条

発
行
／
小
松
島
市
議
会　

議
長　

佐
野　

善
作　
　
　
　
　
　
　

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

委
員
長　

天
羽　
　

篤

平 成 21 年 ６ 月 定 例 会 日 程
月　日 曜 開議時刻 議　　　事

６月 11 日 木 午前 10時 開会（議案提出）

６月 15 日 月 午前 10時 質疑・一般質問

６月 16 日 火 午前 10時 質疑・一般質問

６月 17 日 水 午前 10時 予算決算常任委員会

編集委員

 

編 

集 

後 

記　
　
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
報
告

　

今
号
に
特
別
委
員
会
の
報
告
を
載
せ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。「
行
財
政
改
革
」「
議
会
改
革
」「
人
権

啓
発
」
の
各
特
別
委
員
会
報
告
は
、
五
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
欄
で
は
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
報
告
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
発
行
が
主
な
仕
事
で
す
。
昨
年
度

は
定
例
会
ご
と
の
発
行
に
加
え
、
臨
時
号
を
発
行
し

ま
し
た
。
臨
時
号
は
、
基
本
条
例
と
倫
理
条
例
に
関

す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
と
市
民
説
明
会

案
内
の
た
め
に
発
行
し
ま
し
た
。
多
く
の
御
意
見
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

編
集
で
一
番
苦
労
す
る
の
が
表
紙
と
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
特
集
）
で
す
。
両
方
と
も
、
何
を
と
り
上
げ
る
か

委
員
会
で
時
間
を
か
け
て
検
討
し
ま
す
。
表
紙
で
印

象
に
残
る
の
は
、
本
市
関
係
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
選
手
を
載
せ
た
こ
と
で
す
。
応
援
の
意
味
を
込

め
て
表
紙
に
決
め
ま
し
た
。

　

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
は
、
議
会
に
よ
る
事
務
事
業
評
価

の
成
果
を
と
り
上
げ
ま
し
た
。
事
務
事
業
評
価
と
は
、

行
政
の
実
施
し
た
仕
事
を
事
後
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

で
す
。
今
回
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
事
業
の
中

止
を
求
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
編
集
の
基
本
方
針
を
示
す
「
編
集
要
領
」

が
現
状
と
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
見
直
し
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

（
天
羽　

篤
）

武
田　
　

清

北
野　

恒
男

安
平　

剛
之

井
村　

保
裕

池
渕　
　

彰

月　日 曜 開議時刻 議　　　事

６月 19 日 金 午前 10時 総務産建常任委員会

６月 22 日 月 午前 10時 文教厚生常任委員会

６月 25 日 木 午前 10時 議決・閉会

天
羽　
　

篤

木
村　

文
彦

佐
野　

善
作

出
口
憲
二
郎

立
川　

邦
男




